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認定調査／審査
（一次判定＆二次判定）のAI化

（機械学習など）

日本ケアテック協会 常務理事
株式会社ポラリス 代表取締役

森 剛士
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現状の認定調査の課題

1. 聞き取り調査による不正確性

2. 地域による軽重度変更率の差

3. 認定調査に係る膨大な経費（下部参照）

4. 介護度が重くなると限度額が上がる為にかかる
「重くなってほしい」というバイアス

5. ガン末期患者への判定までの時間

6. 認定期間の延長による柔軟かつ迅速な対応の困難性

7. 厚労省・各委員会にAI専門家の不在
主な市町村別認定調査予算
大阪市 約30.0億円（R5年度）
神戸市 約18.2億円（R5年度）
横浜市 約30.1億円（R6年度）
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AI（機械学習）・画像分析の活用
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AI画像分析による要介護度認定の自動化

画像分析
言語分析
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機械学習
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AI画像分析等による認定調査の効率化と正確性の向上

• 標準化による地域差の解消

• 介護度悪化へのバイアスの解消

• 認定調査予算の削減

• 介護度適正化による社会保障費の削減

• 認定調査員の人材不足の解消

• 介護度改善インセンティブ制度の推進による

自立支援重度化防止の普及

まとめ
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【一次判定について】

認定調査員の居宅訪問をやめ、カメラ／センサーの一

定期間の設置に（実証実験の上で）切り替えることが可

能ではないか

【二次判定について】

認定審査会での属人的な議論・結果がAI分析等により

代替可能であれば、従来の介護認定審査会に代わる

迅速オプションとして検討可能ではないか

規制改革提言
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最後に

1. 認定調査の改革は、インセンティブ制度の適正
化・推進を通じ、「お世話をすればするほど儲か
る」（要介護度悪化バイアス）という悪循環を断ち
切り、各ご利用者様の健康寿命延伸のみならず
国・地方自治体の社会保障費抑制にもつながる。
要介護認定の担い手不足の改善にも資する

2. 国による実証実験は必須
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ご清聴ありがとうございました
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